
 

つ
く
ば
市
で
は
つ
く
バ
ス
事

業
が
2
0
1
1
年
に
5
ヵ
年
の

区
切
り
を
迎
え
る
た
め
、
路
線

バ
ス
を
含
め
た
バ
ス
事
業
の
総

合
的
な
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
つ
く
バ
ス

全
バ
ス
停
の
乗
降
調
査
と
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ
か
ら

「
十
分
に
利
用
者
の
声
が
反
映

さ
れ
て
い
な
い
」
と
の
指
摘
が

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
つ
く
ば
・
市
民
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
多
く
の
人
に

見
直
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
、

よ
り
使
い
や
す
い
公
共
交
通
に

す
る
た
め
の
意
見
を
広
く
集
め

た
い
と
自
主
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

な
い
ま
し
た
。
高
齢
者
の
グ
ル

ー
プ
や
消
費
者
団
体
等
の
協
力

を
得
て
、
8
0
0
人
以
上
の
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
回
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
87
％
が
自
家
用

車
を
所
有
し
て
い
る
が
、
12
％

の
人
は
車
な
し
で
生
活
し
て
お

り
、
特
に
70
代
で
は
１
/
４
、

80
代
で
は
半
数
が
自
家
用
車
を

持
た
ず
、
外
出
手
段
が
自
家
用

車
か
ら
バ
ス
な
ど
に
変
わ
っ
て

い
く
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
現
在
の

バ
ス
に
つ
い
て
は

半
数
以
上
が
「
便

数
が
少
な
い
」
と

感
じ
て
お
り
、
3

割
の
人
が
「
時
間

が
か
か
る
」
「
目

的
地
ま
で
路
線
が

無
い
、
乗
り
換
え

の
接
続
が
悪
い
」

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
バ
ス
の
利
用
目

的
は
、
通
勤
通
学

の
他
、
最
寄
の
駅

や
病
院
、
市
庁
舎
、

ス
ー
パ
ー
等
が
多
く
、

具
体
的
な
路
線
の

見
直
し
に
は
地
域

ご
と
に
高
齢
者
を
中
心
と
し
た

ニ
ー
ズ
の
調
査
や
当
事
者
が
参

加
し
て
の
路
線
検
討
が
必
要
で

す
。

 

市
民
ネ
ッ
ト
で
は
、
こ
れ
ま

で
公
共
交
通
の
見
直
し
は
市
民

参
加
で
進
め
る
よ
う
政
策
提
案

し
て
き
ま
し
た
。

 

こ
の
度
、
市
で
は
市
内
8
ヶ

所
で
バ
ス
交
通
網
の
再
編
に
係

る
地
区
別
懇
談
会
を
開
催
し
、

市
の
調
査
結
果
の
報
告
と
地
域

ご
と
の
要
望
聞
き
取
り
を
行
い

ま
し
た
。
同
時
に
、
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

バ
ス
事
業
者
、
研
究
者
な
ど
を

交
え
て
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

7
月
1
日
の
第
2
回
会
議
で
は
、

「
懇
談
会
で
出
た
市
民
の
意
見

を
詳
し
く
聞
き
た
い
」
「
公
共

交
通
の
活
性
化
に
は
利
用
者
で

あ
る
市
民
と
の
協
働
が
不
可
欠
」

と
の
意
見
が
多
く
出
ま
し
た
。

懇
談
会
で
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
が

自
主
ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
て

提
案
し
た
こ
と
か
ら
、
自
主
ア

ン
ケ
ー
ト
の
内
容
に
つ
い
て
も

質
問
が
あ
り
、
市
民
団
体
と
し

て
作
業
チ
ー
ム
に
参
加
す
る
可

能
性
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

 

多
く
の
市
民
の
参
加
な
し
に

公
共
交
通
の
活
性
化
は
あ
り
え

ま
せ
ん
。
地
域
ご
と
に
市
民
が

主
体
と
な
っ
て
、
行
政
と
一
緒

に
よ
り
よ
い
公
共
交
通
シ
ス
テ

ム
作
り
が
で
き
る
よ
う
、
市
民

ネ
ッ
ト
は
働
き
か
け
て
い
き
ま

す
。

  　
公
立
小
学
校
、
中
学
校
、
高

等
学
校
の
児
童
生
徒
1
2
7
7

万
3
千
人
を
対
象
に
平
成
16
年

度
文
科
省
が
調
査
し
た
結
果
に

よ
れ
ば
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を

持
つ
児
童
生
徒
は
約
33
万
人
、

全
体
の
2
・
6
％
と
い
う
結
果

が
出
て
い
ま
す
。

　
つ
く
ば
市
で
は
ア
レ
ル
ギ
ー

を
持
つ
児
童
生
徒
へ
の
学
校
給

食
の
対
応
は
、
牛
乳
除
去
、
牛

乳
だ
け
、
給
食
全
部
を
取
ら
な

い
、
の
3
種
類
の
み
で
す
。
児

童
生
徒
の
ア
レ
ル
ギ
ー
調
査
を

進
め
、
現
状
を
把
握
し
て
学
校

給
食
に
適
切
な
対
処
を
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
自
治
体
に
よ
っ
て
は
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
、

理
解
と
適
切
な
対
処
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
ア
レ
ル
ゲ
ン
除
去
食
、
代
替

食
を
用
意
し
、
丁
寧
な
対
応
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

 

つ
く
ば
市
は
ア
レ
ル
ギ
ー
対

策
に
つ
い
て
も
現
在
策
定
中
の

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
計
画

の
中
で
検
討
し
て
い
く
予
定
で

す
。
し
か
し
、
き
め
細
か
な
配

慮
が
不
可
欠
な
ア
レ
ル
ギ
ー
に

は
、
大
規
模
な
セ
ン
タ
ー
方
式

よ
り
小
回
り
の
き
く
自
校
式
給

食
の
ほ
う
が
よ
り
適
切
な
対
応

が
で
き
ま
す
。
自
校
式

給
食
の
導
入
と
と
も
に

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ

い
て
粘
り
強
く
は
た
ら

き
か
け
て
い
き
ま
す
。

（１）

見
直
し
は
市
民
参
加
で

な　が　い 利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
へ

利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
へ

利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
へ

自
主
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
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ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
っ
て
も

み
ん
な
と
給
食
を
食
べ
た
～
い
！

つくバスの利用者にもアンケートをお願いしました

八ツ場ダム住民訴訟　一審敗訴!!
三権分立はどこへ？

利根川流域の利水・治水を目的にした群馬県・八ッ場ダム
事業は、立案から５０年を経過し、未だ周辺工事にとどま
っている。工期延長・物価高騰で経費は、付帯事業を合わ
せ総額９千億円に増額。しかし、当初の目的は必要なくな
り「巨額な税金の無駄使い」であるとして、０４年末に１
都６県でダム建設を止める住民訴訟を起こした。市民ネッ
トも参加し、この４年間各地で闘ってきたが、東京・栃木
に次いで茨城も敗訴した。

専門家は、造れば２次災害を引き起こすと予測しており、
何としてでも本体工事はくい止めたい。「明白に不合理と
はいえない」と行政の裁量を無制限に認めたこの判決。司
法が行政をチェックしないで「三権分立」はどこへ行って
しまったのか？「無駄なダム」問題だけでないこの決着は、
東京高裁へ場を移し、今後も闘いが続く。今年予定されて
いる国政選挙に向けて、全国のダム工事凍結をマニフェス
トに掲げている政党もある。投票によって民意を示したい。



（２）

永井悦子の議会報告
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一般質問項目

１．バイオマスの活用について 

２．有機農業推進計画について

３．つくば市地域
　　　防災計画について

４．現庁舎の利活用について

本気で取り組もう
バイオマスの活用
本気で取り組もう
バイオマスの活用
大気中のＣＯ２を増加させない資源として注目されるバ
イオマス。つくば市でも総合的に活用を進める「バイオ
マスタウン構想」を５年間で作り実践に移す計画です。

バ
イ
オ
マ
ス
と
は

つ
く
ば
市
は
、
つ
く
ば
環
境

ス
タ
イ
ル
計
画
を
作
り
、
2
0

3
0
年
ま
で
に
Ｃ
Ｏ
2
を
50
％

削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

掲
げ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の

計
画
の
中
で
バ
イ
オ
マ
ス
の
活

用
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

「
バ
イ
オ
マ
ス
」
と
は
、
再
生

可
能
な
生
物
由
来
の
資
源
の
こ

と
で
す
。
石
油
や
石
炭
は
化
石
燃

料
な
の
で
燃
や
す
と
Ｃ
Ｏ
2

を

増
加
さ
せ
ま
す
が
、
草
や
木
は

燃
や
し
て
Ｃ
Ｏ
2

が
排
出
さ
れ

て
も
、
成
長
過
程
で
Ｃ
Ｏ
2

を

吸
収
し
て
い
る
の
で
、
大
気
中

の
Ｃ
Ｏ
2

を
増
減
さ
せ
な
い
（
＝

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
木
質
燃

料
や
堆
肥
化
な
ど
全
国
で
活
用

が
進
ん
で
い
ま
す
。4
月
に
は
参

院
本
会
議
で
「
バ
イ
オ
マ
ス
活
用

推
進
基
本
法
」
が
成
立
し
ま
し
た
。

つ
く
ば
の
バ
イ
オ
マ
ス

つ
く
ば
の
バ
イ
オ
マ
ス
は
、

図
の
よ
う
に
農
業
資
源
が
中
心

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
バ
イ

オ
マ
ス
の
活
用
を
総
合
的
に
進

め
る
「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構

想
」
を
、
市
は
今
後
5
年
間
で

作
り
実
践
に
移
す
計
画
で
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
農
業
対
策

な
ど
と
複
合
的
に
進
め
る
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。

先
進
自
治
体
で
は

そ
こ
で
、
市
民
ネ
ッ
ト
で
は
、

3
月
に
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
の

先
進
自
治
体
で
あ
る
栃
木
県
・

茂
木
町
へ
見
学
に
行
き
ま
し
た
。

茂
木
町
は
、
面
積
1
7
3
平
方

キ
ロ
、
人
口
1
5
5
0
0
人
あ

ま
り
の
山
間
地
域
で
す
。

平
成
15
年
に
建
設
し
た
「
有

機
物
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
美

土
里
館
」
で
地
域
資
源
で
あ
る

牛
糞
・
生
ご
み
・
落
ち
葉
・
も

み
が
ら
・
お
が
粉
の
5
種
類
の

バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
、
良
質

な
堆
肥
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

町
内
の
農
家
は
こ
の
堆
肥
を
購

入
し
環
境
保
全
型
農
業
を
す
す

め
、
全
小
中
学
校
の
学
校
給
食

に
は
こ
の
堆
肥
を
使
っ
た
米
100

％
と
野
菜
40
％
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
冬
場
に
80
ha
の
山

林
で
約
100
人
が
落
ち
葉
集
め
を

し
、
町
が
１
袋
20
kg
を
4
0
0

円
で
買
取
る
ユ
ニ
ー
ク
な
し
く

み
で
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
健
康
増
進
と
生
き

甲
斐
づ
く
り
に
も
な
っ
て
お
り
、

山
の
保
全
活
動
と
バ
イ
オ
マ
ス

活
用
と
高
齢
者
対
策
を
落
ち
葉

集
め
で
見
事
に
実
現
し
て
い
ま

す
。
担
当
者
は
こ
の
よ
う
な
様
々

な
取
組
み
が
、
町
の
活
性
化
に

効
果
を
あ
げ
て
い
る
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
「
総
合
計
画
は
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
せ
ず
町

民
み
ん
な
で
つ
く
る
」
と
い
っ

た
、
地
域
に
根
ざ
し
た
茂
木
流

の
事
業
の
進
め
方
に
感
心
す
る

と
共
に
、
こ
の
様
な
一
工
夫
が
、

事
業
成
功
の
ヒ
ン
ト
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
し
た
。

牛
久
市
で
は
、
遊
休
農
地
に

菜
種
を
植
え
、
絞
っ
た
油
を
学

校
給
食
で
使
い
、
廃
食
油
を
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
と
し
て
公
用

車
で
使
う
と
い
う
「
菜
の
花
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
バ
イ
オ
マ
ス

タ
ウ
ン
構
想
の
事
業
と
し
て
実

践
中
で
す
。

市
民
・
各
部
の
連
携
で

つ
く
ば
市
で
も
バ
イ
オ
マ
ス

の
活
用
を
進
め
る
た
め
に
、
市

民
の
参
加
は
も
と
よ
り
、
環
境

保
全
部
、
環
境
経
済
部
（
農
業
）
、

教
育
委
員
会
な
ど
複
数
の
部
の

連
携
・
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

本
気
で
取
り
組
む
強
い
姿
勢
が

必
要
で
す
。

市は、新庁舎へ移転後、茎崎・谷田部・
桜の３庁舎を撤去してバスターミナルや
駐車場などに転用する計画。市民から「撤
去せず耐震補強して活用できないか？」
という意見が出ており、今議会で耐震調
査について質問したところ、茎崎庁舎以
外の耐震未調査が明らかに。現在、桜庁
舎は福祉関連課・社会福祉協議会・子育
て広場など福祉・子育ての拠点になって
います。移転後はバラバラになる可能性
もあり課題は山積み。市民が困らない様
な配置を働きかけていくぞ～。

桜・谷田部・茎崎庁舎は
壊しちゃうの？

06
年
12
月
に
国
会
で
「
有
機

農
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

が
全
会
一
致
で
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
法
律
を
受
け
、
茨
城
県
で

も
、
本
年
3
月
に
「
茨
城
県
有

機
農
業
推
進
計
画
」
が
作
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
県
内
の
有
機

農
業
従
事
者
達
と
県
行
政
が
検

討
を
重
ね
、
有
機
農
業
の
実
践

普
及
を
核
と
し
て
、
地
域
に
生

産
・
流
通
・
消
費
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
広
げ
よ
う
と
い
う
主
旨

で
す
。
何
よ
り
有
機
農
業
が
流

域
全
て
の
環
境
に
優
し
い
農
業

の
先
駆
的
役
割
を
担
う
と
し
て

い
る
点
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
つ
く
ば
市
で
は
、
有
機
資
材

購
入
費
に
対
し
て
補
助
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
、

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
や
特
別
栽
培

を
進
め
る
と
の
こ
と
で
、
積
極

的
に
有
機
農
業
を
推
進
す
る
方

向
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
有
機
農
業
へ
の
転
換
に
は
、

3
年
以
上
の
無
農
薬
・
無
化
学

肥
料
な
ど
土
づ
く
り
が
必
要
で

す
し
、
消
費
者
か
ら
「
高
値
」

と
敬
遠
さ
れ
る
な
ど
課
題
は
多
々

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
有
機
農

業
者
の
多
く
は
、
環
境
・
健
康

を
破
壊
せ
ず
に
、
輪
作
を
始
め

天
敵
昆
虫
に
よ
る
防
除
な
ど
伝

統
に
学
び
つ
つ
様
々
な
創
意
工

夫
の
も
と
に
持
続
可
能
な
農
業

を
実
現
し
て
い
ま
す
。

つ
く
ば
市
で
も
、
有
機
農
業

が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
農
業
従

事
者
支
援
と
と
も
に
、
消
費
者

の
理
解
を
進
め
た
り
、
流
通
の

整
備
が
必
要
で
す
。
市
民
ネ
ッ

ト
で
は
、
こ
れ
ら
を
盛
り
込
ん

だ
推
進
計
画
づ
く

り
を
め
ざ
し
農
業

部
会
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

環
境
・健
康
の
た
め
に

　
　
　
　
　
有
機
農
業
推
進
を
！

環
境
・健
康
の
た
め
に

　
　
　
　
　
有
機
農
業
推
進
を
！

環
境
・健
康
の
た
め
に

　
　
　
　
　
有
機
農
業
推
進
を
！

剪定枝、廃食油、
間伐材、浄化槽汚泥
　3％

食品など生ゴミ
　3％

家畜排泄物
　5％ 建設廃材、

製造工場残渣
　15％

紙ゴミ
（回収古紙は
　含まず）
　　　28％

稲わら、
もみがら、
刈り芝など
農業資源
　46％

つくばのバイオマス



（３）＜連絡先＞　つくば・市民ネットワーク　Tel＆Fax：029-859-0264　E-mail：tsukubahotnet@ybb.ne.jp

瀬戸裕美子の議会報告

つくば市議会議員
総務常任委員会副委員長

せ と　ゆ み こ
瀬戸 裕美子

一般質問項目
１．学校給食における
    　アレルギー対策について 
２．新設校に自校式給食を
    　取り入れることについて
３．特別支援教育について
４．幼児教育について
５．新たなつくばのグランド
　　　デザインについて

老朽化と耐震問題、施設規模に対しての園児の増加など
の理由から、以前より建替えの要請が地域で話されてい
た谷田部幼稚園。その移転が急浮上してきました。

幼稚園・小学校に
連携教育
幼稚園・小学校に
連携教育

　
突
然
の
幼
・
小
一
貫
教
育

谷
田
部
幼
稚
園
の
移
転
費
用

と
し
て
二
十
一
年
度
予
算
に
組

み
込
ま
れ
た
の
は
約
6
6
0
0

万
円
。
児
童
数
が
減
っ
て
空
き

教
室
が
多
く
な
っ
た
谷
田
部
南

小
の
一
部
を
改
築
し
、
100
人
あ

ま
り
の
園
児
を
受
け
入
れ
よ
う

と
い
う
計
画
で
す
。

予
算
が
公
表
さ
れ
て
か
ら
こ

れ
ま
で
に
教
育
委
員
会
に
よ
る

説
明
会
が
幼
稚
園
、
小
学
校
そ

れ
ぞ
れ
で
行
わ
れ
、
先
行
事
例

と
し
て
幼
稚
園
と
小
学
校
が
同

じ
施
設
内
に
あ
る
藤
代
に
合
同

で
見
学
に
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
そ
の
説
明
会
の
場
で

配
ら
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見

た
保
護
者
は
、
そ
こ
に
書
か
れ

た
「
幼
・
小
一
貫
教
育
」
の
文

字
に
少
な
か
ら
ず
驚
い
た
よ
う

で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
谷
田
部
幼
稚
園

の
園
児
は
ほ
と
ん
ど
が
谷
田
部

小
学
校
へ
入
学
し
ま
す
。
谷
田

部
南
小
学
校
は
学
区
が
違
う
か

ら
で
す
。

「
あ
く
ま
で
連
携
」
と
教
育
長

初
め
て
出
て
き
た
「
幼
・
小

一
貫
教
育
」
に
つ
い
て
教
育
委

員
会
の
方
針
を
尋
ね
ま
し
た
。

教
育
長
の
答
弁
は
、
「
以
前

か
ら
一
部
の
幼
稚
園
、
保
育
園
、

小
学
校
で
行
っ
て
い
た
連
携
教

育
の
成
果
を
元
に
、
発
達
や
学

び
を
交
流
を
通
し
て
滑
ら
か
に

接
続
し
て
い
く
連
携
教
育
を
め

ざ
す
。

今
回
は
小
学
校
と
の
施
設
一

体
型
の
幼
稚
園
と
い
う
こ
と
か

ら
、
『
一
貫
教
育
も
期
待
さ
れ

る
も
の
』
と
い
う
資
料
の
一
部

と
し
て
作
っ
た
」
と
い
う
事
で

し
た
。

　
正
確
な
情
報
で
相
互
の
信
頼
を

こ
の
答
弁
か
ら
、
つ
く
ば
市

の
幼
稚
園
・
小
学
校
は
一
貫
教

育
で
は
な
く
連
携
教
育
を
進
め

て
い
き
た
い
の
だ
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
今
回
の
説

明
会
で
の
不
用
意
な
表
現
が
、

思
わ
ぬ
誤
解
、
混
乱
を
ひ
き
お

こ
し
た
よ
う
で
す
。

情
報
は
正
確
に
伝
え
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
地
域

の
意
見
や
疑
問
を
と
り
あ
げ
、

教
育
行
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く

努
力
を
惜
し
ま
な
い
で
ほ
し
い

で
す
。

今
後
こ
う
い
う
事
態
を
引
き

起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
教
育
委

員
会
が
何
を
目
指
し
て
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
る
の
か
、
わ
か

り
や
す
く
市
民
に
知
ら
せ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
の
方
法
の

ひ
と
つ
と
し
て
教
育
委
員
会
だ

よ
り
の
発
行
を
提
案
し
て
、
私

の
一
般
質
問
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

まちづくりは、市民と行政が協力しあって進める。しかし筑波研究学園都市につ
いては国の学園都市建設法と建設計画、周辺地区については県の整備計画にそれ
ぞれ方針が示されている。この度、建設計画が改訂されて11年が経過し、様変わ
りしたつくば市の実態を踏まえ、市と県は、研究機関、大学、企業、国県市の行
政関係者で検討委員会を設け、つくばの将来像やその実現のための戦略などを表
した「新たなつくばのグランドデザイン」を検討することになった。つくばに関
係する人たちがつくばの今後について共通の認識を持つのがねらい。今議会で、
開発や公務員宿舎跡地利用がこれに盛り込まれるのかと質問した。市は「宿舎跡
地は土地利用の方向性を盛り込む。また沿線開発は、既存の学園地区・周辺地区
とTX沿線新地区との役割について検討する」と答えた。また、市は懇談会等で出
た意見の取り入れや、検討会に先立ちとりまとめた「調査報告」への意見受付を
する（7/22〆切 http://www.city.tsukuba.ibaraki.jp/13/883/5382/005383.html）
というが、本来、つくばの将来像は市民参加で時間をかけて検討し、それを委員
会へ提案するのがスジ。「つくばの将来像」に住民はおいてきぼり？！今出来る
ことは、それぞれが自分の意見を出すことだ！！

「新しいつくばのグランドデザイン」
住民はおいてきぼり？

行
っ
て
き
ま
し
た
。
初
め

て
の
議
会
傍
聴
に
。
議
案
の

採
決
の
際
の
、
賛
成
、
反
対
、

棄
権
の
カ
ウ
ン
ト
と
い
う
、

使
命
を
持
っ
て
。

ヤ
ジ
を
と
ば
す
。
国
会
の

テ
レ
ビ
中
継
ほ
ど
、
派
手
で

は
な
い
に
し
ろ
、
本
当
に
あ

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
人

の
意
見
を
聞
く
と
い
う
姿
勢

が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
と
て
も
、

子
ど
も
に
は
見
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。

よ
く
、
傍
聴
経
験
者
か
ら
、

議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

す
る
と
い
い
、
と
か
、
写
真

を
と
る
と
い
い
と
か
の
話
を

聞
い
て
は
い
ま
し
た
が
、
私

た
ち
か
ら
集
め
た
税
金
の
使

い
道
を
こ
ん
な
風
に
し
て
、

こ
う
い
う
人
た
ち
が
決
め
よ

う
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、

市
民
は
知
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。
（
Ｙ
・
Ｍ
）

自
分
が
支
持
し
た
方
が
、

議
会
で
発
言
し
て
い
る
と
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
考
え
て

発
言
し
て
い
る
事
が
解
か
り

ま
す
。

私
た
ち
の
代
表
と
し
て
働

い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
ん
だ
、

と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
、
自
分
が

投
票
し
選
ん
だ
議
員
さ
ん
の
、

働
き
振
り
を
見
に
議
会
に
足

を
運
ん
で
み
た
ら
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？
（
Ｓ
・
Ｓ
）

傍
聴
記

【各会派の賛否結果】 TX沿線開発の一つ：中根・金田台特定土地区画整理事業の推進にかかわる歴史緑空間用地取得に関する決議案が出されました。しかし、市民
ネットでは、すでに開発済みの薬師・台町の問題が解決せぬ状況では、将来的に市の負担増が予測されると懸念し、この決議案に反対しました。

　　　　議案の内容� 結� つくば・� � つくば� つくば� � � 日本� 新� ネクスト� 愛してる,
　 （ 可決・採　択：○� � 市民ネット� 親政の会� 市民政策� クラブ� 公明党� 民主党� 共産党� 社会党� つくば� つくば
　　　否決・不採択：× ）� 果� ワーク� � 研究会� � � � �

� � ○� ×� ○� ○� ○� ○� 棄権� ○� ○� ○� ○

� 各会派の所属議員（敬称略）�� ＊瀬戸� ＊塩田、塚本� ＊高野、須藤� ＊久保谷� ＊小野� ＊今井� ＊橋本� ＊金子� ＊星田� ＊ヘイズ
� ＊：会派代表� � 　永井� 大久保、塙、木村� 　柳沢、安井� 松岡、飯岡� 浜中、山本� 　田宮� 　田中
� （ 議員数３２・議長：鈴木 ）� � 市川、矢口� 　吉葉、古山� 石川、鈴木� 　馬場� 　五十嵐�
� � � � � � � 　�

中根・金田台地区の開発
推進に関する決議案



（４）

こんなふうに使っています

政務調査費

※１費用弁償
    議員報酬とは別に議員が
    議会や委員会に出席する
    ときに、定額支給される
    旅費・交通費。
    (つくば市の場合、
     日額5,000円
     12月より日額2,000円）
※２経費
    代理人（議員）の共済費、
    国民年金、国民健康保険、
    所得税、住民税など。

641万円

個人からの寄付144万円

　　つくば・市民ネットワークの活動費
　　（2008年1月～12月）
　

【収入】
　　前年度から繰越� 397万円
　　会費・寄附など� 884万円

【支出】
　　事務所賃貸料など�253万円
　　光熱水費� 15万円
　　人件費� 266万円
　　備品･消耗品費� 57万円
　　ネット通信発行費�115万円
　　調査研究費など� 231万円
　　寄付� 84万円

【次年度へ繰越】
� 260万円

市議の政務調査費は１人当たり36万円／年が
交付されています。本誌の発行月の変更により
2人分2年間144万円分の報告です。

（2007年４月～2009年3月）

報告書と領収書を市に提出し、年度末に
残金がある場合は市に返却します。

つくば・市民ネットワークの
主な活動報告

� 科  目� 金額（円)�

�研究研修費� 110,200�

�調査旅費� 24,318�

�資料作成費� 126,039�

�資料購入費� 96,056�

�広報費� 721,875�

�事務所費� 388,080�

�その他の経費� 315�

�　合　計� 1,466,883

     主たる支出の内訳

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
自
ら
の
手
で

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
自
ら
の
手
で

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
自
ら
の
手
で

～
つ
く
ば
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
目
指
す
も
の

市民ネット・09年度の政策

寄
付

2009年7月14日 vol.19

市民ネットワークの三原則
１.原則２期で新人と交代
２.議員報酬は市民活動へ
３.選挙はカンパとボランティアで

みんなで助け合い、健やかに暮らすまち
・障がい児・者福祉の整備
・子育てを応援の環境づくり
・教育環境の整備（耐震、特別支援教育、学校図書館、食育）
・男女共同参画推進体制の強化

人のつながりのあるまち
・地域コミュニティ再生の土台づくり
・多世代が集う拠点づくり

市民参加ができるまち
・議会改革（議員の賛否公開、
　　インターネット中継、開催日の工夫）
・政策立案への市民参加促進
・行政情報の積極的な公開
・審議会等公開条例の実現
・予算書の公開と企業会計導入
・自治基本条例制定に向けての
　学習会の開催

安全で安心して暮らせるまち
・遊休農地の活用
・環境保全型農業の推進（地産地消、
　　　　　減農薬・有機農業の推進）
・遺伝子組み換え作物の監視
・学校給食の安全性確保
・食育の推進
・災害等の危機管理の見直し
・研究機関等の安全性確保
・地域の魅力を生かしたまちづくり

住みやすい環境のまち
・給食生ゴミの堆肥化
・ごみ減量とリサイクルの推進
・温暖化対策の推進
・公共交通の体系づくり
・自転車利用の促進・歩行者の
　安全確保

４／３　　議会速報配布
４／１１「中根・金田台区画整理事業を考える」参加
４／１３、５／１９　臨時議会
４／１６，１９　現庁舎利活用方針案に関する市民懇談会参加
４／１９、６／２８　市政地区別懇談会参加
４／２１　大豆畑トラストつくば総会
５／７　　牛久菜の花プロジェクトについて調査
５／１３，１６，１９、２１　議員と話そう会開催
５／２１　つくば養護学校視察
５／２２　学校給食センター運営審議会出席
５／３１　「小中一貫校の現状」学習会参加
６／１～１８　６月定例市議会
６／２５　遺伝子組み換え作物栽培連絡会出席
６／２７、２８，７／４，１１
　　　　　バス交通網再編に係る地区別懇談会参加
６／２７　市民レポーター編集会議設立記念シンポジウム参加
６／２８　春日小学校・中学校説明会参加
６／２９　新しいつくばのグランドデザイン検討会傍聴
６／３０　八ッ場ダム住民訴訟公判傍聴
７／１　　環境都市推進委員会傍聴、公共交通活性化協議会傍聴

この他、行政経営懇談会、総合計画審議会、環境審議会、一般
廃棄物減量等推進審議会を傍聴
市民ネット各部会で調査活動などを行っています。

環境展、学校給食全国集会、
「仕事と子育ての両立」応援
フォーラム、「自治基本条例
学習会」開催、ほか

足立区都市農業公園視察、茂木町
有機物リサイクルセンター視察

コピー用紙、印刷機マスター、
印刷機インク

新聞購読料、書籍、資料代、
月刊ガバナンス

つくば・市民ネットワーク議
会通信印刷費

印刷機リース代

振込み代

議員報酬 選挙資金報告

 議員報酬
 1412万円

費用弁償（※１）
24万円

２人合わせて

代理人手当
  356万円
経費(※２)
  439万円

永井・せと
各まちづくりの会

寄付

寄付

この他、公費でポスター印刷料、
公選ハガキ郵送料、選挙カー借
用料、燃料費、運転手資金をま
かないました。
選挙へご協力いただき、ありが
とうございました。

7月24日(金）竹園公民館　 14:00～16:00
7月28日(火）茎崎公民館　 10:00～12:00
8月22日(土）手代木公民館 10:00～12:00

市議会議員の瀬戸裕美子・永井悦子を交え、
議会の報告、身近な問題について話し合います。
お気軽にお出かけください。

　
市
民
ネ
ッ
ト
は
「
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
自
ら
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
市
民
参
加

で
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
る
市
民
活
動
グ
ル

ー
プ
で
す
。

 

市
政
や
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
調
査
・
話
し
合

い
を
行
い
、
自
分
た
ち
で
解
決
で
き
る
こ
と
は
自

分
た
ち
で
実
践
し
、
政
治
で
解
決
す
る
べ
き
こ
と

は
議
会
や
行
政
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。
政
治
に

も
直
接
参
加
し
て
い
く
た
め
、
2
0
0
4
年
、
一

緒
に
活
動
し
て
い
た
仲
間
の
中
か
ら
二
人
を
市
議

会
に
送
り
出
し
、
現
在
二
期
目
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
ネ
ッ
ト
で
は
議
員
を
「
一
人
ひ
と
り
の
生

活
者
の
政
治
参
加
を
代
理
す
る
」
と
い
う
意
味
で
、

代
理
人
と
言
っ
て
い
ま
す
。
左
記
の
三
つ
の
ル
ー

ル
を
設
け
、
議
員
報
酬
を
市
民
の
活
動
費
と
し
（
下

図
参
照
）
、
議
員
を
職
業
化
・
特
権
化
さ
せ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
テ
ー
マ
毎
に
部
会
を

設
け
、
よ
り
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
議
会
速
報
、
ネ
ッ
ト
通
信
で
活

動
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。




